
真剣に筆記試験に取り組
む農民ファシリテータ達

タイタス専門家の講義

修了式後の記念撮影 

農民の学校ＷＦＳの新規開校に向けた準備をしています！ 

昨年の１０月から開始された５５の農民の学校 WaBuB Field School (WFS)は、識字率の低さが影響してメンバーの能力
向上が未だ卒業に十分でないと見極め、２か月延長して１１月末まで行うこととしました。しかし、２年目の新規ＷＦＳについ
ては、予定通りに１０月から開校する予定で、昨年も赴任したケニアからのタイタス専門家の支援も得ながら、新たに配属さ
れた村落開発普及員達への WFS 研修を行うなど、着々と準備を進めています。今号では、主にそのＷＦＳ新規開校に向け
た準備の様子をお伝えします。 

 
新たに５０人の WFS ファシリテーターを養成！ 

10 月から始まる新たな WaBuB Field School (WFS)の開

校に向けて、対象地に新規に配属された村落開発普及員

（DA）を主な対象としたファシリテーター研修を行いました。

今年新たに配属された DA も WFS を見たことはあるのもの

の、”まだその本質がわかってないのだ！”ということで、２

週間にわたる WFS 研修が実施されました。昨年に引き続

いて講師として支援に来たタイタス専門家は、世界各国で

WFS の研修を実施してきた実績があります。あまり英語が

得意でない DA でも、彼の経験豊富な、面白くわかり易い

講義にのめり込んでいました。 
 
タイタス専門家は、WFS ファシリテーターの奥義を隠す

ことなく伝授してくれました。ここで少しだけその奥義をご紹

介します・・・「農民は知っているのだ、農民の意見に心を

傾けて、やりながら学ぶのだ、あん

たが遅刻をすると農民もそれを真

似するよ、あなた達は先生ではなく

ファシリテーターになるんです、上

下関係はありません…」など。WFS
は人間力を試しているようです。 

 
また、実際に開始するときのメンバーの選び方、農民と

の連携の重要性などの注意事項や学習農地の作り方、作

物の計測方法など WFS の運営に必要な全てを DA は２週

間で猛勉強しました。後半は少しくたびれた様子の DA も

いましたが、修了式ではここぞとばかりに劇や唄を披露し

ていました。そして全員が合格書を受け取った修了式の模

様は、エチオピア国内 TV 局

で放映の予定！ 
 
これから１年間、熱い WFS

の闘いが始まります。 
 

 

農民は真剣なのだ～！ 

「農民ファシリテーター候補」として選考された 109 名が 3
月に養成研修を受け（第 16 号参照）、その後、これまで、

村落開発普及員と協力しながら、各集落での WFS を実施

してきました。その間、普及員の適切な支援を得ながらま

すます自信と能力を発揮するようになった農民ファシリテ

ーターもいれば、逆に、普及員が全く来なくなり崩壊寸前の

ＷＦＳもありました。今回、その農民ファシリテーターが自

分達自身で新たなＷＦＳを実施できるかどうか、そのため

に必要な能力と意欲がしっかり醸成されているかどうか、

「正式な農民ファシリテーター」の選考試験を行いました。 
 
農民ファシリテーターを努めるた

めには、マニュアルをしっかり読み、

実施した毎週のセッションについて

レポーティングができる「読み書き」

の能力は必須です。そこで、まずＷ

ＦＳ全般についての基本知識を問う

筆記試験を実施しました。こうした試

験を受けるのは何十年振りなのでしょう。誰もが真剣な顔

で答案用紙とにらめっこしながら、隙あらば、隣の答案をち

らちらと盗み見ている輩もいます。試験の後は、各自に対

してインタビューを行い、これまでのＷＦＳを実施した感想

や、自分でやってみたいかどうか意志を確認しました。 
 
こうした試験を通じ、67 名の農民ファシリテーターが選考

されました。9 月に復習のための WFS 研修を受けた後、10
月から普及員と同じように WFS を実施していくことになりま

す。基本的に２人１組で実施することとしたので、約４０の

農民ファシリテーターによるＷＦＳが開始される予定です。

また、この日は WaBuB 代表者と共に WaBuB Part 2（第 19
号参照）のオリエンテーションも受けてもらい、今後、WFS
のみでなく WaBuB の実施においても、農民を引っ張ってい

く役割を担うことをねらいとした支援を行っていきます。 
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案山子君もウェルカムボー
イとしてゲストをお迎え 

接ぎ木って何じゃいな？ 

最高のキッタを召し
上がれ！ 

新隊員の皆さん、お疲れ様でした！！

WFS 参観日 ‐ でっかいメイズができたぞぉ！！ - 

８月後半から９月にかけて、各WFSでField Dayと呼ばれる、

いわば WFS 参観日が行われています。これまで約１０か月か

けて農民の学校 WFS で学んだことを、メンバーが自分達でとり

まとめ、同じ集落の他の農民達に成果を発表します。 
 
サディ・ロヤ村のアハメド普及員によるＷＦＳには、村長や長

老など、近隣から約４０名のゲストが集まりました。メンバーに

よる WFS の目的など概要説明の後、畑をまわってメイズ（トウ

モロコシ）やコーヒー、アボカド、キャッサバなど、WFS で行って

きた比較試験の結果を、メンバーが交代で説明をします。「どう

して比較試験をしているんだ？」「どんな

違いがあったんだ？」といったゲストから

の説明に対し、「これまでの地元にあるメ

イズ（在来品種）と改良品種とを比較した

結果、改良品種の方が短期間で大きなメ

イズが収穫できた。しかし、病虫害には

在来品種の方が強い傾向があった…」と

いうように、これまでの観察結果に基づ

いて答えていきます。 
 
特にゲスト達が興味を示したのが、アボカドの接ぎ木でした。

これは普及員への補完技術研修として、ジンマの農業研究機

関により接ぎ木技術のトレーニングを 7 月にしてもらったところ、

早速、普及員達がＷＦＳで紹介したも

のです。この日は、メンバーが接ぎ木

がどういうものかをその場で実践し、

ゲスト達に見てもらいました。こうして

１つの技術が農民の間に瞬く間に広

がっていくことも、普及ツールの１つと

してのＷＦＳの強みです。 
 

 一通りの説明を終えると、メンバーお得意の余興が披露され

ました。WFS の歌や詩に続き、小話が男達によって交代で始ま

ると、ドッと笑いが沸きます。その間に、女性メンバーによって

準備された昼食が振る舞われます。この日は、採れたてのメイ

ズの粉を湯で溶かして練った「キッタ」と称される伝統食が主で、

それに「シリソ」と称されるヤギのバターが付き

ました。バターの中には、これまたこの時期に

採れたての蜂蜜で作ったお酒（タッジ）が混ぜ

られています。メンバーが相談して決めた、最

高の旬のおもてなしです。いつしか、参観日と

いうより宴と化した賑わいは止みそうになく、

腹いっぱいにキッタを頂いてサディを後にしま

した。 
 
同様の催しが各 WFS において行われており、メンバー達もさ

らにやる気と自信をみなぎらせていることでしょう。これから 11
月末の卒業に向かって、観察結果のとりまとめや評価がありま

す。また、10 月からは普及員や農民ファシリテーターによる新

規ＷＦＳが開校されます。9 月 11 日はエチオピア歴の新年(2001
年)を迎えますが、新年早々、慌ただしい日々が続きそうです。 

ビレッジライフを満喫！？ 

エチオピア国内には、現在、約 30 名の青年海外協力

隊員(JOCV)が派遣されています。我々の活動拠点で

あるジンマには残念ながら今のところ隊員はいません

が、首都アジスアベバや、地方都市アワサやバハルダ

ール等で、教員やＰＣインストラクター、農業指導などの

分野で幅広く活動しています。実は、ベレテ・ゲラ専門

家である我々も協力隊のＯＢであり、そこからご縁があ

って、国際協力業務に携わってきています。 
 
今回、新たにエチオピアに赴任した協力隊員（平成

20 年度 1 次隊を主とする 9 名）のビレッジステイ（農村

での体験宿泊）を、ベレテ・ゲラで実施しました。主旨は、

全国民の約 85％が暮らすと言われている農村の生活

を理解してもらうことです。…と言っても、エチオピア国

内で最も降水量が多く、森で囲まれたベレテ・ゲラ地域

は比較的豊かな方ですが、それでも都会の生活に慣れ

た私達日本人には、なかなか過酷な環境です。 
 
2 泊と短い間でしたが、サディ・ロヤ村のＷＦＳメンバ

ー有志がホストファーマーとして、新隊員達を受け入れ

てくれました。残念ながら、ネズミに齧られたり、ダニ・ノ

ミの害が多いために、民家での宿泊は断念しました（小

学校でのテント泊）が、日中は語学研修で学んだアム

ハラ語を駆使しながら、農民コーヒーの収穫など農作

業を体験したり、食事を共にしました。農民にとっても日

本人をもてなすのは誇らしいようで、後日、「楽しかった

よ。またお客さんを連れてきてよ！」と言ってくれました。

新隊員の皆さんにとっても、これから約 2 年間の活動を

開始するにあたって、いい思い出ができ、エチオピア人

の大半の生活の有りように想いを馳せることになれば

幸いです。 


